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まえがき 

 

近年の我が国において、様々な社会問題（例えば子供への虐待、地球温暖化現象、食

品に対する不安、地震や台風などの災害、地域紛争、薬物汚染、少子高齢化社会、若年

雇用問題など）が深刻化、複雑化してきていることは否めない。これらを地域で、そし

て同じ問題意識を持つ者が NPO を創り、解決しようという動きが活発化してきている。

「官から民へ」と、これまで行政が中心となって行っていた公共サービスを積極的に民

間に委託し始めたことも NPO の活発化を後押ししている。1998 年の特定非営利活動促

進法施行後、特定非営利活動法人（NPO 法人）の数は毎年倍々に増加し、2005 年 12 月

時点で 2 万 5 千団体を超え、NPO 法人の有給職員数はおよそ 10 万人と推計されている。

今後さらに NPO の果たすべき役割は大きくなっていくことは間違いないだろう。

NPO が拡大していく中、今後 NPO で働く者も増加していくであろうと予想される。

今や NPO は無償ボランティアだけでなく、多くの有給職員が働く場となっており、また

「有償ボランティア」といったボランティアと有給職員との中間的な形態で活動する者

もみられるようになってきている。しかし、その働き方や意識についての先行研究は少

なく、実態はほとんど知られていない。

本研究では雇用者である有給職員のみならず、ボランティアの形態で活動している者

も「就労」の範疇に含め、NPO で活動する個人を対象に調査（「NPO 活動と就業に関す

る実態調査」）を行った。調査結果から NPO で活動する人の働き方と意識を丁寧にみて

いくことが本研究報告書の第 1 の目的である。また、分析を深めることによって、NPO
の今後の活躍を支える有給職員やボランティアに対するマネジメントはどうあるべきな

のか、さらには今後の労働政策の中で NPO やボランティアをどのように位置づけたらよ

いのかを考察している。

NPO と「就労」に関する研究はまだ緒についたばかりであり、本研究は今後進められ

るべき研究蓄積の最初の一里塚とも言うべきものであるが、これまで必ずしも整理され

てこなかった数々の知見を提供できているのではないかと考える。本研究報告書が広く

読まれ、「就労」という視点も踏まえた今後の NPO の発展と、NPO の「就労」を考える

上で政策担当者をはじめ、NPO に携わる人々の参考になれば幸いである。

2006 年 5 月 

労働政策研究・研修機構 

理事長 小野 旭 
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